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　　Takenori　 Mouri
，
　 Wataru 　Hashida，　 Iwao　Shiga　 and 　 Shiro　 Teramoto＊

　　　　（Toyo　J　un 玉or　Col｝ege 　of 　Food 　TechnQlogy ．　Kawanishi 　City，　Hyogo）
‘
　　

＊ Department 　of　Fennentat．ion　Techl1Qlogy，　Faculty　of　Engineering，
　　　　　　　　　　　　　　　　 Osaka　Univeisity，　HigaghinQda．　Osaka）

　　　To 　 clarify 　 the　 formatlon　 of　 5’−nucleQtides 　 in　 mushroom 　（／
’

sa ．IZiota　 bisporus）

durlng　 n ユild　 heat　 processing （as 　 covered 　 in　this　Journal，
43

，
344　（1965）），　 some

enzymes 　 which 　 degrade　 nucleic 　 acid 　relating 　 subs しances “
rere 　 isolated　 and 　 purified

using 　the 　DEAE ．cellulose 　 colunln 　technique，

　　　Ribonuclease　 fraction　（designated　 as　 RNase　 A ） had　 an 　 optimal 　 temperature

of 　 60℃ and 　pH 　 range 　 of　 7．5−8．0，　 There　was 　 also 　 a 　phosphodiesterase　 activ 三ty ，
　 with

the　optimal 　temperature 　of　45℃ and 　pH 　range 　of　7．5−8．0．　Both　phosphomonoesterase
fractions（C 一ユ．　 and 　C ．2） had　identical　 optimal 　 temperatures 　 of 　 40°C 　 and 　 pH 　 ranges

of　 4．e−s，0．　 Four　 kinds　 of　 5ノ．nucleQtides ，5’．GMP ，5ノ．AMP ，5ノ．CMP ，　 and 　 5’−UMP

were 　 a   umulated 　with 　 the 　digestion　 of 　yeast　RNA 　 at 　pH 　7．5．

　　　The 　 acid　 range −enzyme 　activities 　of　 mushroom 　 are 　different　from　those 　of 　Shii−

take （Lentinus　edodes ）（This　Journa1， 44，248 （1966 ）），and 　the　fact　may 　 account 　for

the　difference　 of　 the　distribution　pattem 　of 　5’．nucleotides 　between　bQth，　It　 seems

脚註 ：本報に おい て は つ ぎの 略号 を 使用す る，

　5t−AMP ： adenosine −51−monophos ．　phate （5
’−adenylie 　 acid ）

　5t−C ）vlP 　；　 cytidine ・5ノ・．monophosphate 　（5
’．cytldylic 　acid ）

　5’・UMP ： uridine ・5’・皿 enophesphate （5
’−uridylic 　acid ）

5「−IMP ： inesine−5’−monophesphate （5
’．inosiniC　acid ）

　5〆．GMP ： gUanOSine．5
’−
mOnOphOSphate （5仁gUanyliC　 aCid ）

　 RNA ：　 ribOnuclelc 　 acid 　 　 　 　 　 　 　 　 RNase ：　 ribonuclease

　 DNA ：　 desoxyribonucLeic　acid 　　 　　　 DNase ；　 desoxyribonuclease

　ADP 　：　 adems 重ne 　diphosphate　　　　　PDase ：　phosphodiesterase

　ATP ： adenosine 　triphesphate 　　　　 PMase ： phosphomoneesterase

N 工工
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rea 、。。 。bl。　t。 。。 n 、id。，　th。t　d。・i・ g　th・ mild 　heati・ g ・ f　m ・ ・h… m ・ wi ・h　w ・t・・ with

。 pH 。f・ ar ・und 　6．・
，
5’・AMP ・ nd 　5’・UMP ・ ・e　f・・m ・d　f・・ m … 1… id・ p。1・ph°sphate

by　the 　action 　of　phosphornonoesterase ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒 　　　　　雷

前報
・）に お い て 生 しい た 胴 食部 （子実体）｝・含まれ る臟 分羅 蘇 すな ib　tp　 RN ・・e・　PDa ・e・PMase ，

　
DN 劉

。、e に つ い て 検討し，煮凱 とい うよ うな pH 　6．0 附近 に お け る温水襟 1；・ 際 して の 5’一ヌ ク ・ f”チ ドの 生 灘 ・

高分子核酸 また は nucleoside 　polyphosphate の 分解 に よ る こ とを裏付 け た・

生 し Dk け 1、 は 5 ・・GMP ，　 5’・AMP ，5’−CMP ，5’・UMP 計 嫗 の 5ノーヌ ク ・ 肝 ドが一様に 見出 され る が・マ

。 シ 。 、．弘 伽 」伽 。 助 ・… ） で は 5・−AMP と St−UMP が 主体 で 5’−CMP と 5’−GMP は ほ とん ど見出

せ ない ．しか しマ 。 シ 。 、レーム で も P｝18．。 で 自己頒 させ る と 4   5L ヌ ク レ オ チ ドの ＄t’が 言勘 られ る・

こ れ らの 槌 が そ れ ぞ れの 臟 分1購 素系の 相違 に よ る の で はな い か と の 晒 力瘍 講 で は マ ・ シ ＝ ノt「
一ム ナ

実体唸 まれ る謄 分繕 蘇 を 闘 す る た め に ，
マ ・ シ ー ム 磨輸 蹶 を DEAE −cell ・1°se カ ラ ム で 樋 し・

そ れ．らの 活性を し らべ
， しい た けの 場 合 と比 較 した の で 報告する，

実　験　方　法

　（1）　供試標準物 質　前報り に準じた・

（2） 試 躙 製 法 マ 。 シ ＝．・・一ム 伽 z伽 帥 ・醐 （鮮 ・飾 研究所艫 ）鯛 皹 を
．
賠 量 の 灘

水 と 共 に ホ モ ゲ ナ イ ズ し，
5℃ で 2 時間抽出 し ， 木 綿 で 炉 過 した 沸液を 粗酵素液 と した．

（3） 分 析 方 法 緬
’一

，
・
’一・ ク ・オ チ ド量 は 暢 ら

2 ・
の 醸 確 よ ・ t・・｛固々 の ヌ ’7　vA

一
チ ドは DQwex

、。 8 を彫 る カ ラ ム ク 。 マ げ ラフ ， で ， 蛋 鹹 は F ・lin−Ci・・a1 … の 呈 色1野 ま燃 28°皿 ・ の 吸⊥障 よ っ

て 趨 した．灘 定量は Fi・k・
・S・ bbar・ w 法，ま削 ボース 財 ・レ シ ノ

ー
・レ法 に よ っ た・

　（4）　核酸分解酵素活性の 測 定

須 原 ，大椛
・）の 黠 嘩 じて RN … ，PD ・・e

，　PM ・・e，　DN ・・e 灘 を 測定 し た が・詳纏 条件は 前報
三）記載

の ご とくで ある．

実 　験　結　果

　（1） DEAE ・cellulose に よる酵素系の 分画

　粗酵素液 2．51 に 硫 酸 ア ン モ ン を 飽 和 に な る まで 加 え，18，500xG で 遠心 分離 し，生 じた 沈澱 を O．OlrVI
　
ace

−

t。，， b 。 ff，， に酬 し，そ の 雌 液 を 5℃ で
一夜 ・．・・M ・ c・・… b・ff・ r （・H　6・・）｝翻 して 漸 した 透 析醺

（蛋齷 と して 3・・mg ）を DEAE −
・ell・ 1・ se カ ラ ム （3 ・ 25 ・ m ）に 吸 趣 せ ac ・・a ・・ b・ff・・ （pH 　

6・°）で ゜・°二

M よ り 0．5M まで 9 ・adie ・・t　eluti … を行な っ た・

そ の クロ マ トグ ラ ム は Fig．1 の ご と くで あ る。

　RNase な らび に PDase 活悟：は 共 に pH 　7．5

で 測定 し た が 同 様 の ピークを示 し， 流出位置 も
一

致 しだ．PMase 活性 は pH 　 4．5 で 測定 した が ・

一
般k，／11こ強 い 活 性 を もち ピ ー

ク は
一・

つ だ け で は な

い と考 え られ た．RNase，　PDase，　PMase 活性の

ピークを そ れ ぞ れ ピーク A ，B ，　 C と仮 に 命名

した．

　 ピーク A とB に つ い て 相互 の 分離 と精製 を 目的

に して 再 ク ロ マ トグ ラ フ ィ を行 な っ た．すな わ ち

そ の 部 分 を 減 圧 濃縮 した 後，0，01M 　acctate 　b誼 er

護
1闢

　 　 　

T
　　ロ

き
うのヨ うむ

面 レ窯墨÷で 論 熹で
・ 〔

Fig．1，　 Ch ・・皿 ・t・9 ・・m 。｛th ・ 駆 t・… f・ ・ m 　m ・・h・

　　 ro 。 m 。 n　DEAE ．cellu1〔）8c 　 c。luniu，

5°

，

♂

−

へ
自

翫

　　　　　　　　　　　龕

ヅ ご膿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LO．1 、

（，H 、．・M 、対 して 厨 し，そ 鯛 7睦 DEAE ・
・ell・ 1・・e に賭 し謙 ・・。・M 駒 ・・2M まて ・radient
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elution した．

の 流 出 位置 は ま っ た く一致 した．

　 PMase 活性 の ある ピーク C の 部分を減圧濃縮 した後

に O．　01　iM 　 acetate 　buffer （pH 　6．0） 1こ対 して 透析 し，

そ の 内液を DEAE ・ce！lulose カ ラ ム で 0．01M よ り 1．O

M まで gradient　 elution で 分離 した 結果は Fig．3 の

ご と くで あ る．こ の ま ま で は 2 個 の ピー
クを完全 に 分離

で き な か っ た の で，ふ た た び 濃縮し O．　02M 　Tris・amino

皿 ethane 　buffer（pH 　8．0） に 対 して 透 析 し， そ の 内液 を

あらか じめ O．02M 　Tr ｛s　buHerで bufferizeした DEAE ・

cellulose に 吸着 させ，濃度を stepwise に 0，0。06　M ，

0．12M ，　 O．3M と変化 させ た 食塩踏液で 溶 出 した 結果 は

Fig．4 の ご とくで ある．　 PMase 活性の ピー
クが 2 個あ

らわれ た の で ピーク C −1，C −2と仮 に 命名 した．な お基

質を従来 の PNPP よ り 5t−AMP に 変え て pH 　 4．5 で

PMa 黷 と同 じ条件 で 作用 させ た と こ ろ ，

PMase の 2 個 の ピー
ク と全 く

一
致 した．

；

百

言
謹
〒
q

广．．冖 

「r．

そ の ク ロ マ トグ ラ ム は Fig．2 の ご と くで ある．こ の 操作の 後 に も RNase と PDase 両活性部分
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Fig．3．　 RechromatQgram　of 　PMase 　fraction　from
　 　 mushroom 　 on 　 DEAE −cellulose 　 co ！umn ，

塾 こ＝±
。
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Fig，4，　 Rechromatogram　 of 　 PMase 　 fractめn

　 　 from　mushroom 　on 　DEAE ．cellulose 　cQlumn ．

　上述 の ご とく粗酵素液を硫酸 ア ン モ ン で塩析 し，DEAE −cel ！ulosc で 精製 した諸経過 に おけ る RNasc ，　PDase，
PMase の 活

・1生 およ び 比 活性の 消長 は Table　 1〜3 の ご とくで あ る．

　 こ れ らの 処 理 に よ っ て ，RNase は3D倍，　 PDase は 60倍，　 PMase は20倍程度 に 濃縮 され た．

Table　1，　 Purification　 of 　RNase 　 of 　 mushrooms ．

Purification　 step
RNase
（Ul／its）

Prote重n

（mg ）
　Speci丘c　activ 孟ty

（units ／mg 　Protein）

Filtrate　of 　extract

（NH ・冫・SO ・ sa ｝ting −out

DEAE −CellulOSe　1

DEAE −Cel］ulose 　2

DEAE −Cellulese　3

19，5009

，2〔｝G2

，2401

，04〔i484

115528062

，35

，8O

．93

16．932

．S36

，8193520
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Table 　2，　 Purification　 of　PDase 　of 　 mushrooms ．

Puri丘cation 　step
PDase
（units ）

Proteln
（mg ）　　 iSpeci

丘c　act1vity

（units ／mg 　pr。 tein ）

Filtrate　of 　extract

（NH4 ）2SO4 　 saltin9 ・out

DEAE −Cellulose　 l

DEAE ・CeUulose　2

DEAE −Cel！ulose 　3 1

55，35017

，2328

，9708

，
3852

，
508

1155280

　 62，3

　 5．8

　 0．　93

　 48．2

　 61．4140

．214452696

Table　 3．　 Puri丘catien 　 of 　 PMase　 of 　 mushreoms ．

Puτi丘catiQn 　 step
PMase
（Units ）

Filtrate　 of 　 extract

（NH4 ）2SO4 　salting −out

DEAE −Ce］lulose一工

DEAE −Cellulose−・2

DEAE −Cellulose−3　Pe 農k−1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Peak −2

2，125，000

1，420，000

　 420，323

　 253，506

　 14，625

　 10，352

PrOtein
（mg ）

1155280

　 59，8

　 6，45

　 1，3］

　 rt，62

　Specific　aetivity
（units ／mg 　prOtein）

18545072702939303111646390

　 （2） 分画 され た酵 素 系の 諸 性 質

　前項 の 操作で 精製 され た酵素活性の 部分 は濃縮 して の ち，蒸 溜水 に 対 して 24時間 透 析を 行 な っ た．こ の 内 液を

酵素液 と して そ の 性質を し らべ た，

　a ） 最適 pH ：　酵 母 RNA を 基質 に して ピー
ク A の RNase 活性 の 最適 pH は Fig ・5 の ご とく 7・5〜

8．0 で あ っ た．BPNPP を基質 に して ピー
ク B （PDase 活性） の 最適 pH は Fig．6 の ご と く 7．5〜8．0 で 両

酵素活
．1生の最適 pH に

一
致が み られ た．

　PNPP を 基質 に し て ピ ー
ク C−−1 （PMase 活性） の 最適 pH は Fig ．7 の ご と く 4．0〜5．0 に あ っ た．な お ピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー 1
　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　」
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一ク C−2 の 最適 pH は C −1 に
一

致 した．

　b） 酵素液量 と活性 との 関係 ： RNase，　PDase，　PM

ase に つ い て 酵 素 液 量 と活 性 との 関 係 を し らべ る と Fig．

8 の ご と くで あ る．RNase ，　PDase は0，1〜0．2ml，　PM −

ase は 0．1〜0．25　ml の 範囲 で 活性と直線関係があっ た，

した が っ て 爾後 の 測定 で は RNase　 4〜7，　 PDase 　 3〜8，

PMase 　 4〜8　 （そ れぞ れ unit ） の 範囲 の 活性に な る よ

うに ， 酵素液を 稀釈 して 基 質 に 作用 させ た．

　 c） 最 適 温度 ： RNase ，　PDase ，　 PMase そ れ ぞ れ の

最適 pH で の 反応温度の 影響は Fig．9 の ご とくで ，最

適温度は RNase で 60℃ ，
　 PDase で 45℃ ，

　 PMase で

40℃ で あ っ た ．

　d） 種 々 の pH に お ける安定性 ： 各酵 素 液を そ れ ぞ

れ pH 　3〜pH 　ID の 範囲の 愉M 緩衝液巾に 37℃ で 18時

間 保 持 した 場 合 の 酵 素 活 性 の 安 定性 に つ い て 検 討 した 結
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果 は Fig．10 の ご と くで あ る．　 RNase ，　 PDase ，　 PMase の 諸 活性はい ず れ も pH 　7 近 辺 で 安定で ある と考 え ら

れ る，

　 e ）　熱安定性 ： 各酵累液を そ れぞ れ最適 pH の 0．2M 緩衝液で 稀釈 し，種 々 の 温度で 15分間保持 した 後急

冷 し，常法 に 従 っ て 残存活性を測定 した結果は Fig．11 の ご と くで ある ．　 RNase　A ，　PDase　B と も高泥に お い

て も比 較的 安定 で 80℃ に お い て 前者 は 約 50％，後者 は 約 30％も残存 して い た．PMase 　C一ユ，　 C −2 は 70℃ に

お い て ほ とん ど失活 した，

　f）　金属 イ オ ン お よ び阻害剤 の 影響 ： 各酵素の 活性 に お よ ぼ す金属 イ オ ン また は阻害剤と して の 試薬の 影響

を し らべ る と Table　45 の ご と くで あ る，

　RNase は Cu ’†
，
　Zバ

，
　Mn ” ＋

に ょ り，1）Dase は Cu ＋＋
，　Mn

＋〒
に よ り，　PMase は Cu ”

，
　Co ††

，
　Zn ”

に よ り

阯「．害 され た．な お PMase は MgL ＋
，　 Ca”，　 Mn 一

によ り若干活佐化 され た．

　RNase に 対 して キ レ ート剤な ど の 阻 害 は ほ とん ど な く，PDase は EDTA ，ク エ ン 酸 に よ り阻 害 され た，　 PM −

aSe は NaF に よ り著 し く阻 害 され，また燐酸 の 阻害が あ っ た．

Table　4．　 Effects　 of 　 metal 　ions　 oD 　 some 　 enzyme 　 activities ．

ControiMgCl2
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CuSO4
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　（3） 酵 母 RNA の 酵素分解 に よる 5’一ヌ ク レオ チ ドの 生 成

　前述 の ご とくマ ッ シ ュ ル
ー

ム 酵索系 の 中で ピークA は RNaSe 活性を有す る の で，酵母 RNA に作用 させ て

そ の 分解生 産物 を し らべ た．ピ ー
ク A の 濃縮 部 分 を 0．2M 　Tris　buffei（pH 　7．5） の 中 で Fig ．12 の ご と く反 応

させ た が ，こ の 場合 RNA の 分解 率 は約 40％で あ っ た，　 Flg，13 に 示す よ うに 酵母 RNA の 分解 に よ っ て 5’・

CMP ，5t−AMP ，51−UMP ，5’・GMP 計 4 種の 5t一ヌ ク レオチ ドが生成す る こ とが み とめ られた．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1．Ol

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　 　 Eiuti”g　 s。i“ti。n

・・。 、 … yea … R ・・ A 　 　 　 　 、
・

屠
・ ・ 5617

　　1＿ 。Na ，， 　 　 　 　 　 　 § 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田

　　　 500　 units 　 of 　RNase 　A 　ill　buffer（pH 　7，5）

− 37e（），　22　hrs，　incuhation

− HCIO ，　treatment ，　 supernatant

− active 　carbon 　treatment

〈
　 O．5

　 Sample 　for　 chromatography

　　　　　Fig．エ2．　 Dig 。、・i。 D 。f　 RNA 　 　 　 　
°

　 5Q 　 I。。 　 150 　20。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tub ，　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．13，　FormatiQn 　of 　5〆−nucleotides 　 by　degra・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dation　 of　yeast　RNA 　 with 　fraction　 A ．

　（4）　 ヌ ク レオ チ ドおよびその 誘導体 に 対ず る PMase 画 分の 作用

　PMase 活性 の ある ピーク C −1，　 C −2 は前述の ご とく， 合成基 質 PNPP を 分解す るだ け で な く 自然界の 種 々

の 核酸成分 に 対 して 活性を示 した．すな わ ち ATP に対 して Fig．14 に 示す方法で 作用させ た結果 は Fig．15

の ご とくで ある ．あ らか じめ 反 応 系 に 基質と して 加え た authentic の ATP は分解 さ れ て ADP ，　 AMI 〕

，ア デ

ノ シ ン ．アデ ニ ン が生成 され た．な お 同 様 に GTP に 作用 さ せ る と GDP ，　GMP ， グ ァ ノ シ ン
， グ ア ニ ン が 生 成

され た．

　5’一ヌ ク レ オ チ ド類 の 1 つ と し て 5’・AMP に ，ピ
ー

ク C −1，　 C −2 を 作用 させ た 場合，酵素活性 に お よ ぼ す pll

の 影響を 示 す と Fig．16 の ご と くで ，最適 pH は 4 〜5 ，最適温度 は 40〜50℃ の 範 囲 に あ っ た．ま た ヌ ク レ

オ チ ド類 も分解す る こ とがみとめ られ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2◎ 　 　凸 bef ・・e ・nc ・beti・n 　 凸 。 f†… nc ・b。†「。n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　 fi
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E ）uting 　 s

A 。， （，。。 、／、。ml ） 　 　 　 。。m1 　 　 1 ［・ 1・ …・ i

　　i＿ PMase　fuaction（28．2　unit ）　　　2．Oml　　　　　　　l・o　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 忌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・Oml　　　　　 署　　　 千

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞴 　　
b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．5

一 1M 　buffer　（p｝14．5− 5．0）

『 incubatiQn，37
°C，1hr

1− HCIO4 　 treatment

i．− actvie 　carbon 　treatnlent

Sample 　for　 chrQmatography

　　　Fig．14 ．　 Degrudation　 of　ATP ． L
　 　 0　　　　　　50　　　　　　100 　　　　　　150 　　　　　20C
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tub．　No、

F弖9．15，　Incubation　of　mushroom 　PNIase　fra⊂−

　 　 tion　 with 　 authe 加 c　ATP 、

N 工工
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Fig．16．　 A ・・i・i・i… fPM ・・e・ （C−1，　C −2）t・ 5’−AMP ・t … i・ u ・ pH ・

まナ、 RN 。，e 灘 の 酊 ｝ A ，　PD … 灘 の 画 分 B を ・ 妙 オ チ ドな らび ICヌ ク ・ オ シ ドに 作用 さ世 が 蠏

は み と め られ な か っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 　　　　　 察

マ 。 シ 。 ル ーム の 蘇 活性酌 の う ちで ，ピ
ー

ク A は RNA ，
・ DNA を共 ｝竕 解 し・ピーク B は bPNPP を分

解 し t、．A と B は S・ph ・d・・ G −25，　Amb ・・1i・e　CG −−5。・DEAE −
・ell ・1。・e に よ ・ て は 互 レ’ 1竕 離す る こ とが

で きず 洞
＿
酵羅 白が 2 種 の 酵 鮨 蔽 示すもの と考え られ る が詳 纏 つ い 口 まな 搬 誑 要す るヱ 孵

索 の RN 。，c 活鵬 らび に PD ・・e 活性 は しい た け子実体の それ らと はか な り傾 が 黙 ・ て vt こ・マ ・ シ ー ノv 一

ム の RN 、、e 活性 は E 。 ve ，
・） の 5 ・・磁 ・ 照 ・・一 ， 杉本 ら

7）の S… Pt… ．yces 　N 。・41・ 嬲 ら
s’の IVfθ nascuS

勵 ，類似 して おり，ま た PD ・・e 活
・rtiは・鵬

・・，購
1°・

の そ れ ら1こよ く似 て い る・PM ・・e 爾分 は RN ・nse ・PD’

。、e 活
，齲 分 と1竕 離 され ，醐 2 つ の ピークよ城

一
・ て ・∀・aこ の ピークは ATP を 分 解 す る ATPase ，5”AMP

などを分解す る ヌ ク レ オ チ ダーゼ ，一般 の ヌ ク レ オ シ ダーゼ の 活監部分が 混合 して い る と考え られ る．

．れ らの 結 果 か ら マ 。 シ ． 、レ
ーム ｝・お ける ・ ク レ オ チ ド の 鞴 に つ い て 燦 す る・酸 陛側 で は nude ° side

，。lyph。、ph 。・， の分解 が 大 き く，・
・一ヌ ク ・ オ チ ド が 生鰹 れ るカ・洞 蹴 ヌ ク レ オ チ ダーゼ カ聯 ’ 働 に ヌ ク

． オ シ ド以下まで 蠏 さ れ ， ヌ ク L．・・ri一チ ド と して の 翻 は ほ とん どな い・pH 　6・・ で 飾 の 黜 し （融 抽出）

と近 似 の 谿 で は，ヌ 妙 オ チ ダーゼ の 熱｝こよ る不活性化 と PM … の 最適 p田 或を ずれ る ナ・め ｝こ・ヌ 妙 オ

チ ダ＿ゼ の 闇 鰯 く生 成 しナ・ 5L ヌ ク レ オ チ ド は分解 され ず に か な り飜 す る・ア 励 リ性 側 で は ヌ ク レ オ チ

ダーゼ 活性が ほ とん ど見 1二Llされ ず ，

一
方 RNasc 活性 が 強 い の で ，　RNA の 分解 に よ り4種 の 5’一

ヌ ク レ オ チ ド

類 が 蓄積 さ れ る．

こ の よ う に マ
。 シ ． 、レーム で は酸性側 で PM ・・e 襁 く，　RN ・・e 櫨 とん どな く・ 微 ア ・レカ リ性で RNase ・

PD 。、e 活
・
齢 強 い ．しい 耐 で latatefiuで RN ・・e が 強 く PM ・・e も存在 し・微 ア ・レカ リ性 で は RN ・・e ，　PDase

が 強 い．一
。．
．
y シ 。，レ

ーA と uv ・ t・ lrの 両 きの ・ の 灘 鵬 素系の 韃 に よ り・
5’一

ヌ ク ・ オ チ ド 竕 布 お よ び 煮

出しに お け る 5ノー
ヌ ク レ オ チ ド含量の 相 違 が もた らされ る と い えよう．島薗

11）の 提案 に よ る食品中の 5’一
ヌ ク レ

オ チ ドの 分布型式 で は，マ ッ シ ュ ル ーム は Plant　type ，しい た け は Autolysate　type を示す もの と い え よ っ．

また こ の よ うな酵素系の 作用 に よ っ て 食品 と して の旨味成分が醸成 さ れ る の で あ ろ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　マ ッ シ ュ ル
ーム 子 実体 の 核 酸 分解酵素系を DEAE −cellulose を 用 い て 分離精製 し，そ れ らの

一般的 性質 を し

らべ た．RN 。，e 活性 （DN ・・e 灘 もある）の ピーク ・個 ・PD ・・e 活性を持 つ ピークを ・個 ・
PMase 活性を も

っ ピ＿
ク 2 個 が 言忍め られt、．鹹 作 用 の 最適 条 件 は RN ・・e （ピーク A ）で aま ・H　7・5〜8… 温度 6°℃・PDase

（ピ
＿

ク B ） で は pH 　7，5〜8．・，温度 45℃ ，　PM ・・e （C −
・・ C −2） ｝ま pH ・・°〜5・°温 度 4°℃ で あ ・ ナこ・

こ れ らの 結 果 か らマ ッ シ ＝ ル
ーム の 温水抽 出 （煮出し） に お け る 5’一ヌ ク レ オ チ ドの 消長 が 説 明 され た，マ ッ シ

ュ ル
ーム と しい た けは それ ぞ れ の 酸 性 側 酵 累 系 の 性質 が 異な っ て お り， こ れ が 相互の 5t一ヌ ク レ オ チ ド分布 型 式

の 相違 を もた らす もの と考 え られ る．

　終 りに 臨 み，貴 重な薬 品，酵 素類な ど 多大の 御援 助を賜わ っ て い る武 田薬 品 工 業珠式 会 社 の 方 々 およ び 実 験 を分 担 さ れ た

当短 大寺 田 潤子 嬢 に 深 謝 し ます．本報 は ア ミ ノ酸 核酸集談 会 シ ン ポ ジ ウ ム （京都，1966 ）に お い て 発表 しt：も の で ある．
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